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魔法使いたちの肖像

一サル トル 『ユダヤ人問題 についての考察』についての考察一一

永 野 潤

自由への恐怖

初 期の著作 『自我の超 越』 において,サ ル トル は,「 自我 」 が,「 反省 」

にお い て実体 化 して と らえ られた意識である と主張す る.自 我 とは意 識 を

実体 化 した そ の 「結果」で あ り,「 非 反省 」 的 な意 識 は,非 実体 的,非 人

称 的 な もので あ る.そ して,サ ル トル は,こ の非 反省 性 的意 識 の 自発 性 に

つ いて 「陛物 的な 自由libertemonstreuse」 と表 現 す るrrE80/81].意 識 は,

自分 を も越 え てい く運 動 で あ り,固 定 した 「自我 」 で は な く,刻 々 と 自分

自身 を否 定 し,超 越 してい く運動 で あ る.そ して,サ ル トル哲 学 にお け る

自由 とは,そ う した,自 分 を も越 え て い くよ う な 自由の こ とである.わ れ

わ れ は かつ て,サ ル トル の 言 う意 識 の 自由が,実 は 「狂 気 」 を は らん だ,

い や狂気 に も とつ いた もの で あ ることを論 じた1.

と ころ で,「 自我 」 とは,そ う した狂 気 と して の 「怪 物 的 な自由」 を隠

蔽す るため に作 られ るの だ,と サ ル トル は言 う。 『自我 の超 越』 の結論部

分 で,サ ル トル は次 の よ う に述 べ て い る.

実際 おそ らく自我の本質的な機能はe理 論的なものであるよりも

む しろ実践的なものであろう.(… …)自 我の本質的な役割は,意 識に

意識自身の自発性2〔=自 由〕を隠蔽するところにあるだろう.rrE81/81】

1永 野潤 「断崖 に立つ サル トルー 自由 と狂気 につい ての素描一 」 『現象 学年報』第11号,

日本現象学会,1996年

2『 自我 の超越』 で は,自 由に代 わって 「自発性spontaneite」 の語が多 く使 われ てい る.
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われわれが意識を実体化 してとらえて しまうのは,わ れわれが,怪 物的

な宙由を隠蔽し,そ れを悪魔祓いするためなのである.

こうした枠組みは,1946年 に発表 されたサル トルの小著 『ユ ダヤ人問

題 についての考察』(以 下 『ユダヤ人問題』 と略)に も見 られる,サ ル ト

ルは,反 ユダヤ主義者 についてこう言っている.

〔反 ユ ダヤ 主 義者 は〕 ど う して___.体,誤 っ た 論 理 の 方 を 選 ぶ こ

とが 出 来 る の だ ろ うか.そ れ は,人 間 に,不 浸 透 性 に対 す る 郷 愁

nostalgiederimperm6abHt壱 が あ るか らで あ る.(… …)石 の 永 続 性

per搬 鋤 留cedelapierreに ひか れ る入 々が あ る。 重厚 で,不 可 入 的 で

あ りた い と望 み,変 化 を墓 ま な い.変 化 な ど した ら,ど こ に連 れ て

行 か れ るか わ か らな いで はないか.そ れ は,根 源 的 な 自己 へ の恐 怖

で あ り,真 理 へ の恐 怖 で あ る.IRQJ20-1/16}

以 上 で,わ れ わ れ は,完 全 に,反 ユ ダ ヤ 主 義 者 を理 解 出 来 た よ う

に思 う。それ は,恐 怖 に と らわ れ た男 で あ る.そ れ も,ユ ダ ヤ 人 に

対 して で は な く,自 分 自身 に対 して,自 覚 に対 して,自 分 の 自由 に

対 して,自 分 の 本 能 に対 して,自 分 の責 任 に対 して}孤 独 に対 して,

変 化 に対 して,社 会 に対 して,世 界 に対 して,恐 怖 を抱 い て い る の

で あ る.[RQJ62/60-11

幽由とは,変 化 ・運動であ り,そ れはわれわれを不安s恐 怖に陥れる.

それを抑 えるため に,わ れわれは 「不浸透性」「石の永続性」 に憧れ る.

そして,不 安をおさえるためにsユ ダヤ人が利用 される.ユ ダヤ人を差別

することによって,い わばその反作用によって,「 所有者 としての」i本 物

のフランス入」 という.,が 生 まれる.ユ ダヤ人は何 も所有 しない,不 安

定な存在だ}と しておいて,翻 って,自 分達 は 「彼 ら」 と違 ってr伝 統」

「国家」「土地」そうしたもの と結びついた確固 とした存在なのだ,と 安心

するわけである.反 ユ ダヤ主義者は,自 分の中にある不安定な部分を,他

者 としてのユダヤ人に投影 し排除することで,「 確固とした自分」を獲得

しようとしている.他 者差別は自己恐怖の裏返 しである。
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「情念」 としての反ユ ダヤ主義

ところで,「 穏 健 な」 反 ユ ダヤ 主義 者 は,落 ち着 き払 った調 子 で,「 わ た

しは,な に も,ユ ダヤ 人 を毛 嫌 い して い るわ けで はあ りませ ん.た だ,こ

れ これ の理 由 に よ り,国 家 活 動 にお け る彼 等 の領域 が,制 限 され て いた 方

が い い と思 うだ けなのです.[RQJ11-2/5-6】 」 な ど と主張 す る.こ れ は.___,つ

の 「意見opinion」 なの で あ り,人 は どの よ うな 「意見 」 を持 と うと自由だ,

とい うわ けで あ る.だ が,サ ル トルは,反 ユ ダヤ主 義 が,「 意見 」 や 「思想 」

で はな く,む しろ 「情 念passion」 な のだ と言 う.

反 ユ ダヤ 主 義 は(… …)た とえ,う わべ は理 性 的論 証 に よ って 表

現 されて も,実 は 身体 的 変 化 まで伴 い か ね な い もの なのであ る.あ

る人 々 は,一 緒 に寝 て い た女 か ら,自 分 はユ ダヤ 人 だ とい われ る と,

急 に,不 能 に な っ て しま う,あ る種 の 人 々 は,中 国 人 や,黒 人 に対

す る嫌 悪 と同様 ユ ダヤ 人 に対す る嫌悪が ある.し か し,こ の反発 は,

身体 か ら生 まれ る もの で は な い.な ぜ な ら,ユ ダ ヤ 人 の 女 を,そ の

人 種 さ え知 らな け れ ば,平 気 で 愛 す る こ とが 出 来 る の で あ るか ら.

この 反発 は,む しろ,精 神 か ら身 体 へ と進 むの で あ る.そ れ は,魂

の ア ン ガ ー ジ ュマ ンな の で あ る.た だ,そ れ が 非 常 に深 く,非 常 に

全 体 的tota1で あ る た め,生 理 的 に まで拡 が るの で あ り,ち ょう ど ヒ

ス テ リー と同様 な こ とが起 るわけであ る.IRQJ11-12/6]

反ユダヤ主義者の男性が,女 性か ら 「実は自分はユダヤ人だ」 と言われ

た とたん,不 能になって しまう.こ の場合,不 能 とい う身体的な現象は,

純粋な生理的現象 としてはとらえられない.そ れは,彼 の 「世界 との関係」

の仕方によって規定され,そ れをいわば表現 している.反 ユダヤ主義者は,

「反ユダヤ主義的身体」 として存在する,と 言 ってもいい.

身体化するまでに深いものであ りながら,に もかかわらず,こ の反ユダ

ヤ主義 とい う 「世界 との関係」は,反 ユダヤ主義者による 「自由な選択」

の結果だ,と サル トルは言う.

反ユ ダヤ主義 は,自 己 の 自由 で全 体 的 な 選択choixlibreettotalの
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結果 であ り,単 に,ユ ダ ヤ人 に対 して だ け で な く,人 類 一 般 に対 し

て,_・wrと 社 会 に対 して,そ の 入 の と る一 つ の 総 括 的 な態 度a櫨 磁e

g1Gbaleで あ る.そ れ は 同 時 に 情 念 ひass1膿 で も.世 界 観 ¢◎駕ep痴 §

dumo血deで もあ るrIRQJ1&9/14-51

つまり,「 自由か ら逃避する態度」である反ユ ダヤ虫義 とい う態度その

ものが,「 自由に選択 された態度Jだ,と いうわけである.重 要なのは,

自由に選択 された態度r「 全体的」紛ta1な ものだ,3う ことである.

その意味でrそ れは自由に選択された単なる意見 とは根本的に違 うもので

ある,

反ユ ダヤ主義 は,ユ ダヤ 入 に 対 す る単 な る 「意 見 」で はな く,反

ユ ダヤ 主義 者の 人格 全 体 鷲rs◎鍛聡e無 挽reを ア ンガ ジェす る.(… …〉

そ れ は,一 つ の思考 の方 法 で あ りi世 界 観 で あ る.'A・/35】

逆 に言えば,反 ユダヤ主義を単なる 「意見」 としてとらえることは,そ

れを 「全体的」なもの としてはとらえないということである.そ の場合}

反ユダヤ主義は,個 人に外か ら付け加わる〈したがって取 り外 し可能な〉「要

素」で しかないことになる.

この問題は,人 格を,分 解不能な 「全体 毒◎滋」 としてとらえるのか3あ

るいは,独 立 したばらばらな要素の 「総和somme」 としてとらえるのか,

という立場(こ れ自体 もわれわれが選択す る全体的な態度である)に われ

われを導 く.サ ル トルは,前 者を「総合的精神esp癬 §麟h磁 肇ej,後 者を「分

析的精神 融spdt㎜alydque」 と呼ぶ.サ ル 拳ルによると,「分析的精神」は

次のような思考である.

われわれは大革命以来r個 々の物体 を,分 析的精神 によって考察

するように,す なわち単純 な要素6茎6me磁 に分析幽来 る化合物 とし

て考 えるように馴 らされてしまoて いる.わ れわれは,人 格や性格

をモザイク(寄 せ石細工〕 として見 る.モ ザイクにおいては,鰯 々

の石は他の石 と共存 しているが,こ の共存coexistenceは 個々の石の
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本 質 に なん ら影 響 を与 え な いの で ある.'A・../2】

分析的精神 は,反 ユ ダヤ主義を,ち ょうどモザイクのピース(石)の よ

うに,反 ユダヤ主義者の人格か ら取 り外 し可能な 「要素」 としてとらえる.

サル1'ル はそれに反対 し,「総合的精神」に基づ き,反 ユダヤ主義者 を 「全

体」 としてとらえようとするのである.

総合 と分析

「総合 的synthetique」 と 「分 析 的analytique」 の 対 比,あ るい は 「全 体

totalite(tout)」 と 「総和somme」 の対 比 は,サ ル トル哲 学 にお い て 初 期

か ら しば しば見 られる ものである3.

例 え ば,『 存 在 と無 』(1943年)で は,サ ル トル は緒 論 「存 在 の …探 求」

にお いて 「対 自存在 」 と 「即 自存在 」の概念 を導入 した後,第0部 「無

の 問 題 」 の 冒 頭 に お い て,「 二 つ の 存 在 領 域 の あ い だ に 関係 を うち立

て る」 とい う課 題 をた て る.そ して,こ の 関 係 が 「総 合 的 関 係rapport

synthetique」 で あ る こ とを示 唆 す る.

あ る 関 係 の 両 項 を ま ず 分 離 して お い て,し か る の ち に そ れ ら を

結 び合 わ せ る の は,不 都 合 で あ る.関 係 は 総 合 で あ るrapportest

synthさse.し たが っ て分 析analyseの もろ もろの 結 果resultasは,こ

の総合 の もろ もろの 契機momentsと 重 な りあ う こ とが で きない で ろ

う.も と も と孤 立 して存 在 す る よ うに 出来 ていない もの を,孤 立 さ

せ て考 え る こ とが,抽 象 す る こ とで あ る,と ラポ ル ト氏 は言 う.反

対 に,具 体 的 な もの とは,そ れ だ け で存 在 し うる一 つ の全 体totalite

で あ る.[EN37/161-2](強 調 引用 者)

「具体 的 な もの」,す な わ ち 「総合 的 全 体 」 とは何 か.そ れ は,「 世 界 の

中 の人 間」 で あ る.

3『 弁証法的理性批判』では,それは 「弁証法的理性」と 「分析的理性」の対立という主要テー

マとなる.
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具体的な ものは,た だ総合的な全体tota脱synth6dq聡 としての

みあ りうるのであ り,意 識 も現象 も,と もにそれの契機 をなすにす

ぎない.具 体的なもの とは,量 界のなかの人闘である.し か もそれ

は,た とえばハイデ ッガーが 《世界 一内 一存在》 と呼んでいるよう

な,毯 界 と入闘とのあの塒殊な結びつきをもった 「琶界のなかの人問」

である.[EN37・8/162】

一方,「抽象的なもの」とは,分 析の 「結果」 としての 「要素」である.

しか し,「要素」の総和 を作 り上げた としても,全 体を再構成することは

できな糖.

抽象 練 儲 要素の総和sommationも しくは編成によっては,具

体離なものを緩復するわけにはいかない.そ れはち ょうど,ス ピノ

ザの体系において,様 態を無限に総和 して も実体に到達することが

できないのと岡様である,琿 翼38/王62}

サ ル トル は 『存 在 と無 』 第4部 で 「実 存 的 精 神 分 析psych㎝alyse

ex量ste磁¢簸e」 を提 唱 す るの だ が,そ の 原 理 は 「人 問 は一 つ の全 体tot麟t6

で あ っ て,一 つ の集合collec伽nで は な い」 とい う こ とだ,と 書 う 【X656ノ

斑30駐 実 存 的精 神 分 析 は,ギ 毯 界 に面 して お こ な わ れ,.eの な か に お

け る身構 えの選 択 」 であ る 「根源的選択」 を規定す る ものである 【EN657/

III308].

した が っ て,反 ヱ ダ ヤ主 義 を.駒 己 の 自由 で 全 体 的 な選 択c蓋oix恥re

ett⑪ta1の 結 果 」 と して描 写 す る 『ユ ダヤ 人 問題』 は,反 ユ ダ ヤ 主 義 者 に

つ い て の実 存 釣精神分析 である 先

民主主義者の分析的精神

1945年10月 に創耕 された雑誌 槻 代』の巻頭 に掲げられたr創 刊の辞」

においても,サ ル トルは,「総合的精神」 と 「分析的精神」を対比 している.

4『 ユダヤ人問題』は,当 初 「反工鋼ヤ主義渚の肖像」 とういタイ トルで雑誌連載 された
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サ ル トルは,「 全 体 的 人 間観 」 に もとつ く 「総合 的人間学」anthropologie

synthetiqueを 提 唱 し,「 分 析 的精 神 」 を,ブ ル ジ ョァ ジー を特 徴 付 け る も

の として批判 している.

分析 的精 神 は,「全体 」と して の「人格 」を要 素の総和 に還元 して しまうが

同時 に,「全 体 」 と して の 「社 会 」 を,要 素 と して の個 人 の 総和 に還 元す る.

一 切 が 分析 され た.人 々 は 同 じ調 子 で,空 気 や水 をそ の元 素 に分

解 し,精 神 をそ れ を構 成 す る さ ま ざ まの印象の総和sommeに,i辻 会

をそ れ を作 る個 人 の 総 和sommeに 分 解 した.全 体ensemblesは 消

失 した.全 体 とは もはや偶 然 的結 合 に よる抽象 的 な総和sommations

abstraitesに す ぎな くな っ た.現 実 は,分 解decompositionの 最 終 項

の なか にのが れ去 った.[prM17/131(強 調 引用 者)

分析的精神は,全 体 としての人格をs社 会 を構成する要素 としての個人

に還元するわけである.そ して,要 素(分 解の最終項)と しての 「個人」

は,酸 素原子が,ど んな原子 と化合 しても変化 しない構造を持つのと同じ

く,常 に変化 しない 「本質」を持っている.

サル トルは,分 析的精神が考 える 「個人」 を,グ リーンピースの缶詰の

なかのグリー ンピースに例 える.

分析 的精神 の考 えるよ うな社会 で は,個 人 は分 解 で きな い 固 い粒

子 で あ り,人 間性 の乗 り物 で あ っ て,グ リー ン ピー ス の 缶 詰 の な か

の一粒 の グ リー ンピースの ように存 在す る.ま ん ま る で,自 分 を閉

ざ し,他 と連 絡 が な い.[PTM18/13]

分 析 的 精 神 に よ る と,個 人 は,「 自己 同 一 」identiquealui-memeな もの

で あ る.ま た,諸 個 人 は,「 人 間 の 本 質 」essenced'hommeを 分 か ち 持 つ

限 り 「平 等 」egauxで あ る 【PTM18/13】,こ う して,分 析 的 精 神 に も とつ

く ブ ル ジ ョ ア ジ ー は,旧 体 制 社 会 の 基 礎 で あ っ た,人 間 の 「本 性 の 差 異 」

differencesdenatureを 否 定 し,「 普 遍 性 の 神 話 」mythede1'universelを 作

り上 げ た[PTM18/14】.そ れ に対 し て,サ ル トル は こ う言 う.
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われ われ は分析精神 を排 して総合的 な現 実感 を求 め る。 そ うして

その原理 は,一 つ の 全 体toutは そ の何 た る を問 わず,各 部 分 の 総 稲

Sommeと 本 性 にお いて異 な る,と い うt.,.とであ るalprM22/16}

窪ユ ダヤ人問題』に もどれば,分 析的精神の持ち主はs反 ユダヤ主義者

という一人の人間を前にして,そ の人間を 「要素の総和」に還元すると同

時に 「要素 としての個入」に還元することになる.し か し,そ れは,ヱ ダ

ヤ入 という一人の人問を蔑にした場合 も周 じである.彼 らは,一 人のユダ

ヤ人を,単 なる要素 としての 「個人」に,つ ま り 「入権 と市民権 の抽象

的 ・普遍的主体 としての入剛s:ノ65-61に 還元す る.ギ ユ ダヤ入」は

いない.抽 象的r人 間」がいるだけである.彼 らは,ユ ダヤ入たちを,宗

教 ・家族 ・民族的共同体から引き離 し,各 個入がrモ ザイクのピースや缶

詰の申のグリーンビースのような ヂ孤独 な個体」 として 「たった独 り.は

なればなれの状態で存在する」ようにする,具 体的にはそれは,「同化政策」

となるIRQJ67/651、 彼 らはそれがr平 等」であ り,ユ ダヤ人賜題の解消

だ,と いうわけである.分 析的精神の持ち主とはiす なわちr民 主霊義者

d6mocratejで ある.

〔民主主義者は〕18世 紀 にお い て,決 定 的 に,分 析 精 神 を選 んで し

ま った.彼 等 には,歴 史が 現 す 具体 的 な総合 を見 る 目が ない.彼 等 は,

ユ ダ ヤ人 も,ア ラ ビア人 もi黒 人 も,ブ ル ジ ョワ も,労 働 者 も知 らない.

知 って い るの は,古 今 東西,常 に変 らな い入 間 とい う もの だ けである.

彼 等 は,す べ て の集 固 を,佃 劉 の 要 素616組e難ts鎗div圭d慧elsに 分 解 し

て し ま うs鱗 に とっ て,肉 体 卿sphysiquに は細 胞 の総 和so㎜e

であ 穆,社 会coやSSQcia1は 健 人 の総 和s◎mmeで あ る.[RQJ65-6/631

反ユダヤ主義者の総禽的精神

喬うまでもなく,反 ユダヤ並義者は,分 析的精神のそうした 「平等主義」

と憲った く反対の立場にたつ.し たがって,反 ユダヤ主義者は,「 総合的

精神」の持ち主なのである.反 ユダヤ主義者は,ユ ダヤ入をr全 体」とし

てとらえる.(反 ユダヤ主義によれば)「 ユダヤ人は,ど こからどこ諜で悪
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人 で,ど こか ら どこ までユ ダヤ 人[RQJ39/35】 」 で あ る.

反 ユ ダヤ 主 義 者 の 持 ち 出 す 原則 を,今,抽 象 的 な命 題 で言 い あ ら

わ そ う とす れば 次 の ようなこ とに なろ う.即 ち,全 体 は,部 分 の

総 和sommeよ り多 く,且 つ そ れ と異 る もの で あ る.全 体 は,そ れ を

構 成 す る各 部 分 の深 奥 な意 味 と性 格 を規定す る もの であ る.(… …)

各 個 人 は,分 解 不 能 な全 体 で あ っ て,そ れが,そ の勇気,そ の 高適 さ,

そ の考 え方,笑 い方,飲 み 方,食 べ 方 を持 ってい る とい うわ けである.

こ れ は,反 ユ ダ ヤ 主 義 者 が,世 界 を理 解 す る の に,総 合 の 精 神

espritdesynthさseを もっ てす る こ とを選 ん だ こ とを示 してい る.こ

の 総 合 の精 神 こそ,彼 に,自 分 が,フ ラ ンス 全 体 と,わ か ち難 い統

一 を形 づ くって い る と考 えさせ て くれ る,[RQJ39-40}

たとえば,反 ユダヤ主義者が,ユ ダヤ人の 「吝音」を非難 したとする.

民主主義者 にとっては,「 吝畜」とは,人 格から分離 しうる単なる 「要素」

にす ぎない.し たがって,民 主主義者は,反 ユダヤ主義者に 「ケチでない

ユダヤ人もいるし,ケ チなキリス ト教徒 もいるではないか」 と答える.だ

が,反 ユダヤ主義者はそんなことでは説得されない.

反ユ ダヤ主義者の言いたか ったのは,「 ユ ダヤ 的」 吝 薔 とい う もの

の存 在 で ある.す な わ ちtユ ダヤ 的 人 格 にほ か な ら ない,一 つ の 総

合 的全 体totalitesynthetiqueに 影響 され た吝薔 で あ る.[RQJ66/64]

そ して,反 ユ ダヤ主 義 者 に とっ て,分 析 的精 神 こそ,ユ ダ ヤ的 な もの な

ので あ る.反 ユ ダ ヤ主 義 者 は,「 総合 の精 神 」 の 名 にお い て 「イス ラエル

の全 く分析 的 ・批判 的知性 をや り玉 にあげ る[RQJ39-40/36-7】 」.

『ユ ダヤ人 問題 』 にお い て,サ ル トル は 反 ユ ダヤ 主 義者 を徹 底 的 に批 判

す るのであ るが,こ の よ うに,「 総 合 的精 神 」 を選 び 「分 析 的精神 」 を批

判 す る とい う点で は,サ ル トル の立 場 は反 ユ ダヤ主 義 者 と.__.致して い る.

実 際 サ ル トル は,社 会 を,孤 立 した細 胞 の 総和sommedemoleculesと

考 え る こ とを否 定 し,生 物 的 ・物 理 的 ・社 会 的現 象 を 「総合 的精神 によっ
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て理解すべ きである」 と考える点で は,rrユ ダヤ主 義 者 と同意 見 であ る」

[RQJ71/691と 言 う.

た だ し,共 通 点 はそ こ まで で あ る.サ ル トルが 選 ぶ 「総 合 的精 神 」 は,

状 況situ韻onに か か わ る,と い う点 で,反 ユ ダヤ 主 義 のr総 合 的精 神 」

とは まった く異 な っ た ものなので ある.サ ル}ル が 選 ぶ 「総合 的精 神 」は,

人 聞 を 「状 況 に お け る 自 由nb6rt6黛nsituぬon」IRQJ180/183】 と い う意 味

で の 「全 体 」 と して と らえる思考であ る.

わ れ わ れ に と り て,人 間 は,な に よ り も 「状 況 に あ る 」en

$抽a雛 ◎徽存 在 と して 定義 され る.こ れ はs人 問 が,そ の 生 理 的,経

済 的,政 治 的,文 化 的,そ の 他 彼 の 状 況 に よ っ て 総 合 的 全体bout

$ynth甜queを 形 づ くって い る こ と を意 味 す る.入 間 を,そ の 状 況 か

ら区 劉 す る こ とは出 来 ない.壁QJ72/69・7劔

こうして,『ユダヤ入問劉 で,サ ル トルは眠 虫主義考の分析的精神」と,

「反ユダヤ主義 者の総合的精神」をともに批判 してい くことになる.わ れ

われは以下で,「反ユダヤ主義者の総合的精神」が どのような性格のものか,

ということを,身 捧という問題に即 して詳 しくみてみることにしよう.

総合的全体としての身体

サル トルは,身 体 を 「総合的全体」 としてとらえる.そ れに対 して,分

析的精神 は身体を 「要素の総和」に還元して しまうことになる.サ ル トル

は,1939年 に発表された 「顔」 という短文の中で,人 問の 「顔」 を要素

の総和に還元する 「心理学者」の身体観 を描写 してい為が,そ れは,ま さ

に ギ分析的精神」による身体観である.

彼 ら心理学者は,惰 性的なものに取 り囲 まれていない と落 ち着か

な恥.人 閥を機械仕掛けの入形 に,そ して人の顔 を自動仮面 にして

しまった,(… …)被 験者の顔面神経 を}低 圧の電流 を用いて巧妙に

荊激するのだ.爾 唇の 緩合部がわずかに詩ち上がる.こ うして被験

者は微笑む というわけだsこ うしたこと全 ては,疑 いの余地のない
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こ とで,実 験 報 告 書 も,計 算 も写真 もち ゃ ん と揃 って い る.だ か ら,

表情 の動 き とは小 さな機 械 的振 動の総和sommeで あ る とい う証 明 が

な された わ けで ある.[V560-1/126]

サ ル トル は これ に反論 して,人 間 の 「顔 」は分解 で きな い全体 だ,と 言 う.

人 間 の顔 付 とい うの は分 解 が で きないindecomposable.怒 っ た男

の 怒 りが鎮 ま る と ころ を見 てみ よ う.唇 は ゆ るみ,微 笑 が,水 滴 の

重 く垂 れ下 が る よ うに,こ の く らい表 情 の した の方 に じわっと広がっ

て くる.局 所 的掩 乱 だ と言 われ るか?そ れ らの掩 乱 の 総和somrne

を 出 そ う とお 考 え なの か?な る ほ ど動 い た の は唇 だ け だ.し か し

そ れ だ け で,顔 全体toutlevisageが 微 笑 ん だで は ない か.[V561/127-8】

だが,こ の小 文 でサ ル トル は,分 析 的精 神 に よ る身体 観 を退 け なが らも,

「全 体 」 と して の 身体 につ い て,き わ め て辛 らつ な描 写 を繰 り広 げてい る.

そ こで鍵 とな って い る の は,「魔 術」 とい う言葉 で あ る.サ ル トル は,「顔 」

が,魔 術 的 な物体 なの だ,と 言 う.

顔 は,単 に.__.つの事 物 で あ る に過 ぎぬ もの で も,ま ず 最 初 に一 つ

の事 物 で あ る わ け で もない.骨 や 頭 蓋 骨,小 立 像 に兎 の肢sこ う し

た惰 性 的 物 体objetsinertes,そ の 沈 黙 の しきた りの 中 で錆 びつ いて

い るが,そ れ で も精 神 の 特 性 た る力 を帯 びてい る物体,こ れ を人 は

魔 術 的 と名 づ け るが,顔 とはそ うい う もの だ.自 然 の物 神 なの で あ る.

CV561/127]

ここで言われているように,「魔術的」とは,「精神の特性を帯びた物体」

のことであるが,こ れは,精 神 と物体の 「総合」である.そ して,こ こで

描かれているいわば 「魔術的総合」 としての身体は,『 ユダヤ人問題』で描

かれている 「反ユダヤ主義的な総合」 と密接な関係 を持っているのである.

顔の社会 とは,即 ち魔法使いの社会なのだ.戦 争や不正,わ れわ
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れの暗い激情,サ ディズムや恐怖政治,こ うした ものを理解するには,

われわれが身体 という奴隷の一とに載せて,あ るいは時 として激怒の

時代には,槍 の穂先に掲げて街中を練 り歩 く,顔 というあの丸い偶

像にまで立ち帰る必要がある,[V560/125-6】

とサル トルは言 うが,い うまでもな く,反 ユ ダヤ主義は 「われわれの暗

い激情」の一つであろう.し たがって,r魔 法使いの社会」 とは,「 反ユダ

ヤ主義の社会」でもある.

善の原理 と悪の原理

反ユ ダヤ霊義 は,ユ ダ ヤ 人 の 身体 を 「全 体 」 と して とらえ贔.た とえ

ば,反 ユ ダヤ 主義 者 は 「ユ ダ ヤ人 をか ぎ分 ける」 とか 「ユ ダヤ人 に対 して

勘 を働 かせ る」 な どとい うが,そ れ は,彼 らがYユ ダヤ 人 の 身体 を 「ゲ

シ ュ タ ル ト」 として とらえてい る,と い う こ とで あ る 【RQJ76/741.r人 種

r欝e」 につ い て の さ ま ざ ま な理 論 が 存在 す るが,そ う した もの は ヂユ ダ

ヤ 人 が,不 町分 の 一 全 体tota鷺t6indφcomposableで あ る こ とを予 想 す る」

{RQ∫75/734亘 しか しサ ル トル は,人 種 理論 にお け る 「全 体 」の こ とを 「直

観 に訴 える混合的全体 嫉 磁t6syacr6嫉 耀u.e」IRQJ76/741と 呼 ん で,ギ 総 合 的

全 体totaHt慈synth醐que」 と対 比 して い る.シ ン ク レテ イズ ム 繕yncr6鵬me

とは,異 質 な もの を混 合 ・融合 させ る思考 だが,こ こでf混 合 」 され てい

るの は}ユ ダヤ人 の 「身体 」 と 「精 神 」 であ る.人 種 につ い て の 言 説 は,

あ る特徴 を もった 「ユ ダヤ 的身体 」の実在 を認め,そ こに,「ユ ダ ヤ的精 神 」

が実 在 的 に結 びついてい る,と す る、 「人種 」 とは 「肉体 的性格 と,知 的 ・

精 神 的特 徴 の ごた まぜPもle-m合1e」[RQJ73/71】 で あ り,い わ ば魔 術 的 な概

念 な の で あ る.r魔 衛 的 燈界 」 にお い て は,物 体 と精 袖 が混 ざ りあ って 恥

る.そ して,反 ユ ダヤ主 義 が,ユ ダヤ 的 身体 と結 びつ け るユ ダヤ的精神 と

は,「 悪 」 で あ る.

5i精 神における身体観のもとでは,実 綜r人 樹 という観念 自体がな珍たたない.し

たがって,科 学的言説の形をとった入種理論のようなものは,結 局 「原始的確信に着せられた,

うすっぺらな科学の衣養 【RQJ434/401」 にすぎない
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ユ ダヤ人 はあ らゆ る場 合 に,た とえ,そ の た め に,自 分 自 身 が破

滅 して も 「悪 を行 うfairelemal」 とい う,形 而 上 学 的原 理 を認 め る

な らば,す べ て は明 らか に な る.こ の 原理 は,す ぐ気 が つ くよ うにi

魔 術 的 な もの で あ る.す な わ ち,0方 で は,0つ の 本 質essenceに

関 す る もの で あ り,実 在 的 な 形 で あ っ て,ユ ダヤ 人 が ど う しよ う と

そ れ を変 えるこ とは出来 ない.火 が 燃 え るの をや め られ ない の と同

じである.と こ ろがtそ れ だ け で はユ ダヤ人 を憎 む わ けにはいかない.

地 震 とか,ブ ドウ ア ブ ラ ム シ を憎 む こ とは 出来 ない.そ こで 憎 む た

め に,こ の本 質 に 自由 を与 える こ とにす るのである.[RQJ45-6/42】

つ ま り,ユ ダヤ 的 本 質 とは,一 方 で,「 火 」 や 「地 震 」 や 「虫」 と同様

の,惰 性 的物 体 の性格 が与 え られ る.し か も,他 方 で そ れ は,「 自由」 を,

す な わ ち精 神 の性 格 が 与 え られ るので あ る.と こ ろが,ユ ダヤ 人 に与 え

られ る 自 由 は,用 心深 く制 限 され て い る.そ れ は,「 悪 を なす に は 自 由だ

が,善 を な す に は 自 由 で は な い 」 とい う,「 奇 妙 な 自 由11=ngeliberte」

[RQJ46/43]で あ る.こ の,奇 妙 な 自 由 は,「 本 質 に先 だ って そ れ を形 成 す

るのではな く,完 全 に本 質 に支 配 され,そ の本 質 の非 理 性 的 な一 性 質 で し

か な く,し か も 自由 で あ る こ とはあ る とい った もの」 である6そ して サ

ル トル は,こ の奇 妙 な存 在 とは,結 局 「悪 魔 」 なの だ,と 言 う.

私 の知 って い る限 りで は,こ ん な風 に完 全 に 自 由で,し か も悪 に

結 び付 け られ て い る存 在 とい うのは,た っ た____.つしか な い.そ れ は

悪 の権 化,悪 魔 そ の もの で あ る.か く してユ ダヤ 人 は,悪 霊 の 同類

とな る.[RQJ46/43]

反ユダヤ主義者はr物 体 と精神(自 由)の 「混合」によって 「悪霊」の

ようなものとしての 「ユダヤ人」 を作 り上げる,む ろん,そ うした魔術的

な 「物体 と自由の混合的全体」とは,「状況における自由とい う総合的全体」

6つ ま りここには,「自由(実 存)が 本質 に先立つ」ので はな く,「本質 が 自由(実 存)に 先立つ」

とい う 「転倒」 がある.

N工 工一E工ectron■cL■braryServ■ce



TheSocietyofPhilosophyofTokyoMetropolitanUniversity

118 哲学誌50%,

としての人間とは似て非なるものである.

ここで注 目すべ きなのは,物 体 と 「混合」 されることによって,い わば

自由が退 ヒさせ られ 無害化 されているということである.聰 由」は,「悪」

の本質を維持するために,ひ そかに召喚されているのだが ただしこの 「奇

妙 な自由」はあ らか じめ去勢 されている.あ る意昧で,「 悪霊」 として反

ユ ダヤ主義者に作 られたユダヤ人そのものが,実 体化 され(そ してそのこ

とによって無害化 された)自 由であるともいえる.

以上のように,反 ユダヤ主義者は,ユ ダヤ人の身体 と精神を,魔 衛的な

全体 としてとらえる.し か し同時に,彼 らは,薗 分たちの身体 と精神の結

びつきをも,逆 の仕方でf魔 術的な全体 として構成するのだ といえる.

彼 らは,自 らの身体 を誇 りに思い,身 体に 「非理性的な価値」 を結びつ

ける、「しとやかさ,高 貴さa活 発さ」などのそ うした 「il[は,r生 物

的な価値valeurbiolo9蜘e」[RQJ145/150}で ある.「 生物学的」 というこ

の書葉は,ま さに身体 と精神の魔術的なr混 合」 を形容する書葉であると

いっていいだろうsサ ル トルはf「人樹 とい う観念が,そ れ らの生物学

的価値によって成 り立鶯ていると言 う.

われわれ.が上品であると認める人々の何気 ない しぐさ,あ る時代

の流行を特徴付ける快活さ 「陽気 さ」,イ タリアのファシス トたちの

猿猛な態度,女 たちの優雅 さなど,こ れら生物学的行為 は,す べて,

身体の貴族趣味を表現することをねらったものである.{RQJ146/1501

こうしで,反 ユ ダヤ並義者 は,ユ ダヤ人の身体 を1 ,膚 分 たちの身

体 を 「善」 として構成 し,「マニ教的二元論」 を作 り上げる【RQJ47/44】.

ところで,サ ル トルは,反 ユダヤ主義者における精神 と身体の 「混合」潮

フランスの大地 との 「魔術的な融即」の関係に由来する,と 欝う.

〔アー リア人 に とっては〕 身体 は,フ ラ ンス の大 地 の 果 実 で あ る.

す で に彼 らにtそ の大 地 と文化 を楽 しむ こ と を約束 して くれたの と

岡 じ魔衛 朗で深 い融即 雛rtici夢痴o無 憩a£i雛eetpぎofo擁eが,彼 らに

そ れ を所有 させ て くれ るの で ある.[RQJ144/1491
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反 ユ ダ ヤ主 義 者 た ち と,彼 らの 土 地 との 関係 は,「 領 有possesion」 と

い う 「魔 術 的 な関係rapportmagique」 に基 づ い た所 有 形 態 で あ る と言 わ

れ る[RQJ27/22-231.サ ル トル は,こ の魔 術 的 な所 有 関係 を 「神 秘 的融即 」

とい う語 を用 いて説明 している7.

〔領 有 にお い て は〕所 有 され る事 物 とその所有者が,誠 に神 秘 的 な

融 即participationmystiqueの きず な に よ っ て結 ば れ て い る.反 ユ ダ

ヤ主 義者 は,正 に土 地財 産 の詩 人 とで も言 うべ きである。[RQJ27/23】

悪 魔 と 自我

反 ユ ダヤ主 義者 は,物 体 と精 神(自 由)の 「混合 」 に よっ て 「悪霊 」 と

してのユ ダヤ人 を作 り上 げるが,そ れ に は,い わ ば退化 させ られs無 害化

され た 「奇 妙 な 自由」 が与 え られるのだ,と 言 われ て い た.と ころ でs『 自

我 の 超越 』 にお いて,サ ル トル は,そ れ とま った く同 じメ カ ニズ ム で作 り

出 され る 「魔術 的な物体」 について論 じてい る.そ れが,「 自我 」 であ る.

興 味 深 い の は,「 自我 」 は,恐 るべ き 自由 を 隠蔽 す る た め に作 り出 され る

わけだが,そ の 自我 に,ほ か な らぬ 自由が 与 え られ る,と い うこ となので

あ る.

意識 は,自 分 自身 の 自発 性 を対 象objetと して の 自我 の なか に投 影

し,そ の 自我 に 絶対 に必 要 な創 造 力 を,そ の 自我 に賦 与 す るの で あ

る.た だ,そ の 自発 性 は,・一・つ の対 象 の なか に あ らわ され 実体 化

された ものであ るか ら,折 衷 的 な退化 した 自発 性spont{m6it6batarde

degradeeと な って しま うが,で もそ れ は,受 動 的 に な りなが ら もそ

の創 造 力 を,魔 術 的 にmagiquement保 持 して い る.そ こか ら 自我 の

概 念 のふ か い 非合 理性が生 まれて くるのだ.[TE63-4/631

「自我」は,自 由を悪魔祓いするためにつ くりだされるのだが,わ れわ

れは,自 由を去勢するために,ほ かならぬ自由の力 をひそかに召喚 してい

7レ ヴィ=ブ リュルが念頭 にお かれてい るであ ろ うが,『 ユ ダヤ人 問題』 の中 にLヴ ィ=ブ

リュルに対す る直接 の言及 はない.邦 訳で は,participationは 「干与」 と訳 され てい る.
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るのである.た だ し,そ の 「劇由」は,あ らか じめ退化 させ られ,去 勢さ

れた ものなのである.

サル トルは,そ うしたr意 識の自発性の退化」の例 として,身 振 りをあ

げている.身 振 りにおける身体は 「魔術的な物体」である(わ れわれは,

小文 「顔」においてサル トルが似たような説瞬をしていたのをすでに見た〉

のだが,そ こで,自 由が退化 溢せ られている,と サル トルは欝 う.

表情 たっぷ りで気 の孝彗いた身振 り翻mi鱗eは,そ の 話 し手 の《体 験 》

Erlebni繕 を,そ の 意 味 の 一切,そ の 色 合 い の一 切,そ の新 鮮 さ の一

切 を こめ て,私 た ち に示 して くれ る もの だ がsし か し,そ う して示

され た 謡 し手 の 《体 験 》 は,退 化 したdegra.も の,つ ま り、受 勲 堕

Massifも の とな って い る のだ 。[TE64/64】

つまり,身振 りする身体 とは,「物体」と,r退 化 した自発性 伯 由)」の 「混

合」されたものである.そ れは 「糧界のなかの物体であ ぢなが らも意識

の宮発性spo韮鋤 醗6の 記臆のようなものもとどめている魔衛的な諸物体」

であるrrE64/64】,そ してサル トルは,そ うした魔術的な物体 としての諸

身体の関係が.r融 即」的なものだ,と 言うのである.

それ ゆえ,人 問 は入間にた い して,い つ で も一欄 の魔 法使 い

S㈱ierな のだ.実 際 一方が他方を自発的に創造するような二つの

受動態のあいだのこうした詩的関係 こそは,魔 法の基礎その もので

あ 砂,《融即》p鍵 糠cip廊on8の 深い意味である.露 溺4/6勾

こうして,「 融即」にもとついた,自 由を恐れる入間たちの共岡体が生

み鐵される,反 ユ ダヤ主義者たちの二共同体 も,そ の一つである.

(反ユダヤ主義者 は〕あ らゆる種類の孤独 を嫌 う.天 才の孤独 も,

暗殺者の孤独 もともに恐れる.彼 は,群 集の申のひとりなのである.

8邦 訳ではr分 有ま.
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(… …)反 ユ ダ ヤ主 義 者 に な った の も,そ れが 独 りで は な れ ない 主義

だか らである.「 わ た しは,ユ ダヤ人 が 嫌 い だ」 とい う言葉 は,グ ル ー

プ を作 って言 われ る言 葉 である.そ れ を口 にす る こ とは,あ る伝 統 に,

あ る共 同体 と るに足 らぬ 人 々 の伝 統 と共 同体 に結 びつ くことなの

である,[RQJ25/21]

先にみたように,サ ル トルは,ブ ルジ ョワジー(民 主主義者)の 分析的

精神における,人 間の孤立化 ・分断を批判 していた.し か し同時に,反 ユ

ダヤ主義におけるこのような 「融即」 にもとついた共同性 も,サ ル トルの

批判の対象であった.こ うした共同性 とは異なった共同性がいかにして可

能か,と い うことは,そ の後のサル トル思想の中心的なテーマとなってい

くのである.
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